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『
梅
津
政
景

大
日
本
古
記
録
に
収
め
ら
れ
る
『
梅
津
政
景
日
記
』
全
九
巻
（
政
景
自
筆
原
本
1

一
五
冊
ー
う
ち
巻
一
六
下
一
冊
は
所
在
不
明
ー
は
、
現

在
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
蔵
）
に
つ
い
て
は
、
『
中
世
法
制
史
料
集
第
三
巻
武
家
家
法
ー
』
（
佐
藤
進
一
等
編
、
岩
波
書
店
、
昭
40)
補
註

等
に
そ
の
用
語
例
の
一
部
が
援
用
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
言
語
資
料
と
し
て
十
分
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ

(
1
)
 

た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
『
日
記
』
は
、
秋
田
藩
建
設
期
の
功
労
者
の
一
人
梅
津
政
景
の
私
日
記
で
、
慶
長
一
七
年
（
一
六
一
1

一
）
二
月
1

一
八
日
、
開
坑
ま

も
な
い
院
内
銀
山
奉
行
と
し
て
赴
任
し
た
際
に
起
筆
し
た
巻
一
「
院
内
銀
山
日
帳
」
か
ら
、
死
の
四
日
前
の
寛
永
一

0
年
（
一
六
三
三
）

三
月
六
日
ま
で
書
き
つ
づ
け
た
日
次
記
を
中
心
と
し
た
記
録
で
あ
る
。

梅
津
政
景
と
そ
の
『
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
大
日
本
古
記
録
解
題
（
山
口
啓
1

一
）
、
山
口
啓
1

一
氏
『
幕
藩
制
成
立
史
の
研
究
』
（
校
倉
書

房

昭

49)
に
詳
し
い
。

い
ま
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
必
要
事
項
を
摘
記
す
る
と
、
梅
津
政
景
は
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
下
野
宇
都
宮
に
生
れ
た
。
父
道
金
は
、

1

一
歳
の
時
兵
乱
に
あ
い
、
伊
達
家
中
を
出
て
会
津
に
赴
き
、
叔
父
の
僧
某
に
養
わ
れ
た
と
い
う
。
後
、
宇
都
宮
に
赴
き
、
宇
都
宮
家
の
老

『
梅
津
政
景
日
記
』

（
迫
野
）

迫

日
記
』
I
江
戸
時
代
初
期
東
国
語
文
献
ー

野

虔

徳
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重
な
る
。

く
正
確
な
と
こ
ろ
は
分
ら
な
い
が
、
か
な
り
幼
少
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

氏
転
封
に
従
っ
て
秋
田
に
赴
く
ま
で
常
陸
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
政
景
の
こ
と
ば
は
、

臣
君
島
高
胤
に
仕
え
た
が
、
や
が
て
牢
人
し
、
常
陸
太
田
に
移
り
住
ん
だ
。
当
時
ま
だ
幼
少
の
政
景
も
父
に
従
っ
て
常
陸
太
田
に
移
り
、

こ
の
地
で
成
長
し
た
。
や
が
て
政
景
は
佐
竹
氏
の
家
老
人
見
藤
道
に
仕
え
、
後
、
兄
憲
忠
が
佐
竹
義
宜
に
取
立
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
政
景

も
ま
た
藤
道
を
寄
親
と
し
て
義
宜
に
仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
佐
竹
氏
が
関
ガ
原
の
戦
に
日
和
見
し
た
か
ど
で
、
常
陸
五
二
万
石
余
か
ら

秋
田
・
仙
北
1
1
0
万
石
に
転
封
さ
れ
る
と
、
政
景
も
そ
れ
に
従
い
秋
田
に
移
っ
た
。
秋
田
移
住
後
は
、
院
内
銀
山
奉
行
、
惣
山
奉
行
、
勘

定
奉
行
、
家
老
と
、
建
設
期
秋
田
藩
の
藩
政
執
行
部
の
一
員
と
し
て
力
を
つ
く
し
た
。
以
上
が
、
政
景
の
経
歴
の
大
体
で
あ
る
。

こ
の
経
歴
に
み
る
よ
う
に
、
政
景
の
主
に
活
躍
し
た
の
は
秋
田
に
お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
幼
少
年
期
は
、
常
陸
に
あ
っ
た
。
政
景

が
父
に
従
っ
て
宇
都
宮
か
ら
常
陸
太
田
に
移
っ
た
の
は
、
何
歳
時
分
で
あ
っ
た
か
よ
く
分
ら
な
い
。
山
口
啓
二
氏
に
よ
る
と
、
「
梅
律
家

談
集
」
「
梅
津
家
誌
」
の
い
ず
れ
に
も
、
「
襟
搬
ノ
中
」
に
あ
る
こ
ろ
だ
と
し
て
い
る
が
、
日
記
の
記
事
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
一

0
歳
前
後

(
2
)
 

の
こ
ろ
、
父
兄
と
共
に
ま
だ
宇
都
宮
家
中
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
日
記
の
記
事
が
他
に
も
解
し
う
る
の
か
ど
う
か
、
と
も
か

そ
れ
か
ら
慶
長
七
年
、
1

二
歳
の
時
、
佐
竹

一
応
、
常
陸
の
方
言
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
中
世
期
以
前
の
東
国
語
の
文
献
は
ま
こ
と
に
乏
し
い
。
東
国
語
を
、
中
部
地
方
西
端
を
境
に
し
て
、
大
き
く
西
部
日
本
の
方
言

に
対
立
す
る
東
部
日
本
の
方
言
と
い
う
最
も
広
い
意
味
に
と
っ
て
も
、
そ
の
実
態
を
伝
え
る
古
い
文
献
と
い
う
の
は
極
め
て
少
い
。
中
世

極
末
期
、
近
世
初
期
あ
た
り
か
ら
、
い
く
ら
か
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
も
決
し
て
満
足
す
べ
き
程
の
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
常
陸
に
成
長
し
た
政
景
の
日
記
は
、
こ
の
方
面
の
資
料
と
し
て
は
比
較
的
古
い
方
に
属
す
る
貴
重
な
文
献

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、

こ
の
政
景
日
記
は
、
時
代
的
に
は
、
近
年
、
発
掘
紹
介
の
相
次
ぐ
い
わ
ゆ
る
東
国
系
抄
物
の
多
く
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
ほ
ぼ
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『
梅
津
政
景
日
記
』

（
迫
野
）

金
田
弘
氏
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
東
国
系
抄
物
の
言
語
は
、

東
国
の
あ
る
地
方
政
権
者
側
の
、
ま
た
は
、
当
時
新
興
の
知
識
階
級
の
言
語
を
反
映
し
た
も
の
で
、

「
曹
洞
土
民
」

よ
う
な
東
国
の
土
着
の
庶
民
階
級
に
密
着
し
た
言
語
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
直
接
反
映
し
た
言
語
で
は
な
い
。

と
い
う
。
地
方
政
権
者
側
の
、
あ
る
い
は
知
識
階
級
の
言
語
と
い
う
の
は
「
中
央
語
に
対
立
、
拮
抗
す
る
言
語
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時
の
中
央
（
京
都
）
文
化
圏
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
言
語
」
の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
一
部
の
人
達
の
間

に
は
、
東
西
折
衷
の
言
語
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。

東
国
系
抄
物
に
か
か
わ
っ
た
人
と
、
出
身
地
、
生
活
圏
域
な
ど
「
東
国
」
と
い
う
一
っ
こ
と
ば
で
く
く
れ
な
い
問
題
が
あ
る
に
し
て

も
、
政
景
自
身
は
、
右
の
経
歴
に
み
る
よ
う
に
、
と
も
か
く
も
当
時
の
「
地
方
政
権
者
」
側
に
立
つ
一
人
物
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

政
景
日
記
を
ひ
も
と
く
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
見
解
を
、
東
国
系
抄
物
の
外
側
か
ら
検
証
す
る
意
味
も
あ
る
い
は
あ
る
か
と
も
思
う
。

政
景
日
記
は
、
も
ち
ろ
ん
東
国
系
抄
物
な
ど
と
は
、
資
料
的
性
格
は
大
い
に
異
な
る
。
東
国
系
抄
物
の
「
ダ
」
体
に
対
し
て
、
日
記
は

候
体
の
文
語
文
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
点
で
抄
物
に
譲
る
点
の
多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
も
と
も
と
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
予

想
し
な
い
私
日
記
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
固
い
文
語
文
の
ま
に
ま
に
は
し
な
く
も
方
言
形
を
露
呈
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
意

味
で
、
型
の
表
現
に
と
ら
わ
れ
な
い
だ
け
、

政
景
日
記
は
、

こ、。

t~ 

よ
り
純
粋
に
実
情
の
一
端
を
伝
え
て
い
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

い
ま
便
宜
大
日
本
古
記
録
の
本
文
に
よ
る
。
い
ず
れ
機
会
を
得
て
、
自
筆
原
本
に
よ
っ
て
、
必
要
な
ら
ば
こ
れ
を
訂
し

現
在
の
茨
城
方
言
は
、
栃
木
方
言
と
共
に
東
関
東
方
言
に
属
し
て
、
西
関
東
方
言
（
東
京
都
、
神
奈
川
、
千
葉
、
群
馬
、
埼
玉
）
な
ど

か
ら
受
け
取
れ
る

47 



に
く
ら
べ
る
と
、
母
音
の
「
イ
」
と
「
エ
」
の
区
別
が
な
い
、
語
中
の
カ
・
タ
行
が
有
声
化
す
る
、
な
ど
、
南
奥
方
言
的
色
彩
が
濃
い
。

政
景
日
記
に
も
や
や
そ
の
よ
う
な
領
向
の
反
映
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
文
献
で
は
、

し
た
が
っ
て
両
者
の
音
韻
上
の
区
別

は
、
な
お
一
応
は
、
保
た
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
語
中
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
か
な
り
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
。
特

に
「
エ
」
を
「
イ
」
と
す
る
領
向
が
著
し
く
、
い
ま
、
『
日
記
』
中
の
位
置
を
示
さ
ず
に
、
語
例
の
み
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ぅ
っ
た

□

（
訴
）
お
さ

□

（
押
）
か
い
＇
（
替
）
か
い
さ
ざ
る
（
返
）
か

A
い
（
抱
）
こ
バ
（
声
）
こ
し
ら
げ
（
招
）
こ
ら
げ
（
堪
）
と

ら
い
（
捕
）
と
ら
ま

5
（
捕
）
は
び
た
げ
（
羽
二
重
）
わ
き
ま
い
（
弁
）

手
だ
吋
（
手
代
）
ほ
べ
（
布
衣
、
ほ
割
も
同
時
に
あ
る
）

は
、
イ
段
母
音
が
中
舌
化
す
る
一
方
、

問
題
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

母
音
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
単
独
母
音
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
も
ゆ
れ
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
き
た
る
か
ミ
迄
に
て
、
火
付
ニ
ハ
極
か
た
き
由
申
候
ヘ
ハ
（
元
和
六
・
三
・
十
）

こ
き
た
る
ほ
ぐ
、
正
吉
と
名
ノ
御
座
候
火
付
道
具
と
申
出
候
故
（
同
）

右
の
「
こ
ぎ
た
る
」
は
、
同
日
の
記
事
の
中
に
、
同
時
に
「
拙
者
申
分
ハ
、
是
ハ
こ
げ
た
る
か
ミ
迄
二
候
」
と
あ
る
。
現
在
の
方
言
で

工
段
母
音
が
狭
く
発
音
さ
れ
る
頼
向
が
あ
る
が
、
こ
の
時
代
、
す
で
に
母
音
に
つ
い
て
、
か
な
り

オ
段
の
開
合
に
つ
い
て
は
、

い
ま
省
略
す
る
が
、
し
か
し
、

母
音
の
「
イ
」
「
エ
」
は
、

ま
だ
、
語
頭
で
問
題
の
あ
る
よ
う
な
例
は
な
く
、

こ
の
時
代
、
常
陸
の
方
言
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
多
く
の
混
乱
例
が
見
え
る
。
実
例
は
、

そ
の
区
別
の
失
わ
れ
た
時
期
は
、
政
景
の
こ
ろ
を
そ
れ
ほ
ど
遡
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
オ
段
の

(
4
)
 

開
合
の
別
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
オ
・
ウ
段
長
音
の
転
訛
現
象
が
こ
の
『
日
記
』
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
転
訛
は

次
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
い
わ
ゆ
る
合
音
に
属
す
る
も
の
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

ひ
5
1

（
卑
怯
、
慶
長
十
七
・
八
・
七
）
き
う
く
ん
（
教
訓
、
元
和
六
・1
1
•廿
四
、
元
和
八
・
十
ニ
・
七
）
ぎ
う
し
ゅ
ん
（
亮
舜
、
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（迫野）

寛
永
八
・
八
•
四
）
し
う
相
（
少
将
、
元
和
ニ
・
卯
・
廿
）
し
ゅ
う
か
う
（
焼
香
、
元
和
三
・
十
・
廿
八
）
し
し
う
（
支
証
、
寛
永
六

•
三
・
七
、
同
・
三
・
十
三
、
寛
永
八
・
壬
拾
・
廿
三
）
し
う
き
ん
（
松
欣
、
寛
永
七
・
霜
．
廿
七
）
両
ち
う
（
条
、
寛
永
五
・
三
・

廿
八
）
ち
う
な
（
手
斧
、
寛
永
八
・
1

一
・
廿
三
）
り
う
り
（
料
理
、
元
和
五
・
三
・
十
八
、
同
・
卯
．
朔
）
り
う
じ
（
柳
爾
、
元
和
五

．
卯
．
朔
、
寛
永
八
・
ニ
・
晦
）
り
う
舟
（
漁
、
元
和
十
・
霜
．
廿
四
）
り
う
し
（
漁
、
寛
永
九
・
七
・
廿
）

拗
長
音
以
外
も
、
ウ
段
に
転
ず
る
の
は
合
音
の
も
の
が
多
い
。

あ
つ
く
う
（
悪
口
、
慶
長
十
七
・
七
・
晦
）
＜
う
し
つ
（
後
室
、
元
和
三
・
七
・
四
、
寛
永
ニ
・
壬
四
・
廿
六
）
＜
う
き
や
う
（
興
行
、

元
和
五
・
七
・
十
八
）
さ
い
く
う
（
再
興
、
元
和
六
•
四
•
五
）
ぐ
引
ず
い
（
洪
水
、
元
和
八
•
六
．
廿
四
）
ふ
う
き
や
う
院
（
宝
鏡
、

慶
長
十
七
・
壬
十
・
廿
）
ゆ
う
し
や
（
用
捨
、
慶
長
十
七
・
十
一
・
朔
）
わ
ゆ
う
（
和
与
、
元
和
五
・
極
・
廿
九
）
け
つ
し
ゅ
（
闘
所
、

ゴが

寛
永
五
・
卯
・
十
二
）
幻
（
幼
）
少
（
寛
永
三
・
極
．
廿
四
）

し
う
は
ん
（
相
伴
、
慶
長
十
七
・
壬
十
・
八
）
＜
う
と
う
（
勾
当
、
元
和
ニ
・
六
．
廿
八
）

こ
の
か
た
よ
り
は
偶
然
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

こ
の
地
の
オ
段
の
開
合
の
別
は
、
す
で
に
音
韻
的
に
は
失
わ
れ
て
い
る
と
見
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

で
も
な
お
、
右
の
よ
う
に
、
転
訛
に
明
瞭
な
領
向
性
が
み
て
と
れ
る
の
は
、

遡
ら
な
い
、
比
較
的
近
い
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

こ
の
オ
段
合
音
の
ウ
段
へ
の
転
訛
に
は
、
同
時
に
、
次
の
よ
う
な
そ
の
逆
の
現
象
を
伴
っ
て
い
る
。

せ
う
（
主
、
慶
長
十
七
•
四
・
廿
七
）
き
り
し
た
ん
せ
う
し
（
宗
旨
、
慶
長
十
七
・
五
・
十
一
）
せ
う
（
宗
、
慶
長
十
七
・
八
・
八
）

せ
う
し
（
宗
旨
、
同
）
せ
う
ろ
ん
（
宗
論
、
同
）
せ
ん
せ
う
（
禅
宗
、
慶
長
十
九
・
十
・
廿
六
）
大
か
ん
せ
う
（
宗
、
元
和
八
・
三
・

朔
、
同
・
三
・
三
）
不
自
荊
（
由
、
慶
長
十
九
・
七
・
廿
五
）

『
梅
津
政
景
日
記
』

開
音
の
も
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
音
韻
的
区
別
の
消
失
が
、

そ
れ

『
日
記
』
の
時
期
を
あ
ま
り
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こ
れ
は
逆
に
、

ウ
段
を
オ
段
に
転
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
右
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
行
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

サ
行
に
つ
い
て
の
み
、
逆
に
ウ
段
か
ら
オ
段
へ
の
交
替
表
記
の
み
ら
れ
る
文
献
は
、
大
体
に
お
い
て
東
国
文
献
か
と
疑
わ
れ
る
も
の
に
多

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
東
国
に
お
け
る
シ
ュ
ウ
の
発
音
が
問
題
を
含
ん
で
い
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
な

(
5
)
 

お
十
分
考
え
が
至
ら
な
い
。
『
日
記
』
に
は
、
「
一
周
忌
」
を
、
「
壱
す
い
き
」
（
寛
永
八
・
七
・
十
）
と
し
た
も
の
も
あ
り
、
こ
の
発
音
の

子
音
に
つ
い
て
も
問
題
が
多
い
が
、
東
国
の
文
献
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
ず
、

て
、
多
く
の
混
乱
例
が
見
ら
れ
る
。
い
ま
、
そ
の
実
例
の
一
っ
‘

及
ん
で
い
る
こ
と
を
み
て
も
、

四
つ
仮
名
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
そ
の
区
別
を
失
っ
て
い

―
つ
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
混
乱
が
次
の
よ
う
な
も
の
に
も

そ
の
一
斑
が
知
ら
れ
よ
う
。

大
坂
御
ち
ん
は
へ
御
上
被
成
候
大
て
つ
ほ
う
の
い
か
た
、
ミ
ゑ
す
候
間
、
御
も
の
お
き
蔵
へ
参
候
て
、
見
申
候
へ
と
被
仰
候
間
、
太
山

孫
左
衛
門
見
付
伝
三
郎
方
同
道
仕
、
大

tiの
い
か
た
五
つ
見
い
た
し
、
孫
左
衛
門
方
へ
相
渡
し
申
候
（
慶
長
十
九
・
十
ニ
・
十
七
）

右
の
「
大
す
A

」
は
、
文
意
か
ら
「
大
筒
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

現
在
常
陸
方
言
で
は
、
語
中
の
カ
・
タ
行
音
有
声
化
の
現
象
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
の
文
献
に
も
、
す
で

に
、
そ
の
現
象
の
反
映
か
と
思
わ
れ
る
例
が
み
え
る
。

（招）

御
坊
主
二
下
妻
多
賀
院
御
ま
ね
ぎ
有
度
由
（
寛
永
七
・
拾
・
十
四
）

（

文

刹

）

（

招

）

多
宝
院
ぶ
ん
せ
つ
和
尚
を
御
ま
ね
ぎ
あ
り
度
由
（
寛
永
七
・
十
・
廿
一
）

（
口
）

千
枚
＜
ぢ
（
元
和
六
・
三
・
六
）

微
妙
な
濁
点
の
問
題
な
の
で
、
自
筆
本
に
つ
い
て
確
か
め
る
要
が
あ
る
が
、
す
で
に
他
に
も
こ
の
現
象
の
反
映
を
思
わ
せ
る
い
く
つ
か
の

(
6
)
 

文
献
も
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
、
常
陸
に
も
、
語
中
の
カ
・
タ
行
音
を
有
声
化
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
大
筒
」
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
大
づ
づ
」
と
な
り
、

微
妙
さ
が
う
か
が
え
る
が
、
な
お
後
考
を
ま
ち
た
い
。

さ
ら
に
「
大
ず
ゞ
」
と
混
乱
表
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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（
迫
野
）

の
よ
う
に
濁
音
に
発
音
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
大
づ
づ
（
筒
）
」
の
場
合
、
前
の
「
づ
」
は
、
連
濁
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

え
な
い
も
の
で
も
、
「
ず
ゞ
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

是
二
付
而
、
大
て
つ
ほ
う
三
拾
目
玉

K
六
匁
圭
の
す
A

ま
て
残
な
く
さ
し
上
候
へ
と
被
極
侯
（
慶
長
十
九

・+1一
・
十
四
）

右
の
「
す
A

」
も
、
文
意
か
ら
「
筒
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

す
＼
れ
こ
（
元
和
七
・
霜
．
廿
、

そ
の
響
き
が
曖
昧
に
な
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る

こ
れ
と
同
類
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
出
羽
秋
田
郡
綴
子
村
を
「
す
＼
れ
こ
」
と
す
る
例
が
あ
る
。

同
・
廿
二
）

（
元
和
七
・
霜
．
廿
四
、
同
・
廿
七
）

す
A

れ
こ
村
（
寛
永
九
・
ニ
・
七
）

つ
＼
れ
こ
村
（
寛
永
九
・
1

一
・
十
七
、
同
・
十
九
、
同
・
廿
五
、
同
・
廿
八
、
同
・
舟
）

右
に
み
る
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
日
を
へ
だ
て
ず
に
、
「
す
＼
れ
こ
」
「
つ
＼
れ
こ
」
両
様
の
表
記
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
こ
れ
も
「
づ
ゞ
れ
こ
」

お
そ
ら
く
、

「
筒
」
「
綴
」
の
語
頭
の
「
つ
」
が
、
後
続
の
「
づ
」
に
干
渉
さ
れ
て
、

が
、
こ
の
方
言
の
「
つ
」
「
づ
」
の
発
音
自
体
に
も
問
題
が
あ
っ
て
、
一
層
、
音
の
聾
き
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
日

記
』
に
は
、
出
羽
山
本
郡
「
土
崎
」
を
「
筒
崎
」
（
寛
永
六
・
七
・
1

一
）
と
表
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

そ
の
他
、
子
音
の
問
題
と
し
て
は
、
「
セ
」
を
「
へ
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
（灸）

拙
者
煩
、
薬
を
以
ふ
る
い
候
ハ
よ
く
御
座
候
へ
共
、
へ
巻
つ
よ
く
出
候
間
、
炎
五
百
致
候
（
寛
永
十
・
正
・
十
一
1

一）

右
の
「
へ
き
」
は
、
「
せ
き
（
咳
）
」
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
常
陸
に
こ
の
よ
う
な
領
向
は
な
い
。
『
日
本
言
語
地
図
』
第
7
図
「
セ
ナ

カ
（
背
中
）
の
氾
の
音
」
第
8
図
「
ア
セ
（
汗
）
の

SI
の
音
」
の
分
布
図
を
み
て
も
、
ハ
行
に
近
く
発
音
さ
れ
る
の
は
、
秋
田
な
ど
東
北
の

『
梅
津
政
景
日
記
』

つ
つ
れ
こ

こ
の
『
日
記
』
で
は
、

そ
の
よ
う
な
条
件
を
そ
な
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『
日
記
』
の
性
格
上
、
音
便
に
つ
い
て
は
用
例
を
得
に
く
い
が
、

ハ
行
に
つ
い
て
「
我
等
下
之
者
、

Ji候ヘ
ハ
」

題
な
の
か
、

上
一
段
の
「
借
リ
ル
」
、

（
元
和
三
・
六
．

方
に
多
く
、
政
景
が
途
中
秋
田
に
転
じ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
解
釈
は
む
つ
か
し
い
。
こ
の
語
に
限
っ
て
の
語
彙
的
な
問

や
は
り
音
韻
上
の
領
向
の
一
端
を
反
映
し
た
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
一
例
だ
け
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
。
い
ま

内
膳
殿
へ
罷
出
、
院
内
籠
つ
く
り
大
工
六
七
人
も
参
候
様
内
膳
殿
へ
申
候
、
御
か
つ
て
ん
に
て
、
し
ミ
す
、
横
手
二
被
仰
付
候
、
同
て

（

し

）

（

鹿

子

畑

）

っ
た
い
人
足
、
籠
之
い
た
ひ
き
人
足
之
事
申
上
候
ヘ
ハ
、
是
又
か
の
こ
は
ら
勝
介
二
被
仰
付
候
（
慶
長
十
七
、
壬
十
・
廿
四
）

「
板
挽
」
を
、
い
っ
た
ん
「
い
た
し
き
」
と
書
い
た
の
ち
、
あ
ら
た
め
て
「
い
た
ひ
き
」
と
直
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
自

筆
本
に
つ
い
て
確
か
め
る
要
が
あ
る
。
ま
た
、
は
じ
め
の
「
い
た
し
き
」
は
、
た
し
か
に
「
板
挽
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
も

残
り
そ
う
で
あ
る
。

現
在
方
言
で
、
新
潟
・
長
野
・
福
井
の
西
端
を
結
ぶ
線
上
以
東
で
、

で
、
五
段
の
「
借
ル
」
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
は
、

っ
て
「
借
ル
」
か
ら
転
成
し
た
も
の
で
、

西
側
（
た
だ
し
山
陰
の
一
部
を
除
く
）

よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、
東
部
方
言
の
「
借
リ
ル
」
は
、
比
較
的
近
代
に
な

そ
の
成
立
に
は
、
東
部
方
言
に
著
し
い
ハ
行
四
段
動
詞
の
促
音
便
、
1

一
段
動
詞
の
一
段
化
な
ど

が
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
に
述
べ
た
。

こ
の
『
日
記
』
に
も
、
上
一
段
の
「
借
リ
ル
」
が
み
ら
れ
る
。
四
段
、
上
一
段
の
判
定
の
困
難
な
連
用
形
は
多
く
み
ら
れ
る
が
、
明
ら

か
に
上
一
段
と
思
わ
れ
る
の
は
、
次
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

元
和
九
年
肝
煎
借
し
米
、
百
性

tiさ
る
よ
し
申
候
（
寛
永
九
・
八
・
廿
五
）

ヒ
と
シ
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
や
や
気
が
か
り
で
あ
る
。

は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
釈
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。
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『
梅
津
政
景
日
記
』

（
迫
野
）

政
景
日
記
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、

四

(10) 

一
部
、
別
稿
で
も
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、

一
段
化
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

一
日
二
日
に
て
右
の
荷
を
切
た
め
る
ぎ
不
可
有
候
（
慶
長
十
七
•
四
・
八
）

そ
こ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

語
彙
は
、

3
 
5
 

扱
い
に

一
例
だ
け
で
あ
る
が
次
の
よ
う
な
も
の

廿
八
）
「
源
兵
衛
下
之
者
参
かA
り
候
処
を
お
つ
か
け
」
（
元
和
五
•
四
・
六
）
な
ど
の
例
は
あ
る
。

我
等
心
得
を
以
、
て
き
ミ
を
さ
せ
る
儀
二
に
た
る
事
候
間
、
出
す
間
敷
由
申
付
候
（
慶
長
十
七
・
八
•
五
）

登
候
者
お
さ
へ
る
儀
ハ
成
間
敷
候
（
慶
長
十
七
・
十
・
廿
三
）

町
中
う
り
物
相
定
候
へ
共
、
河
原
町
の
末
、
京
町
の
す
へ
、
い
ゑ
も
作
不
申
、
し
た
い
に
さ
ひ
る
鉢
二
罷
成
候
（
右
同
）

只
今
ま
て
家
作
候
か
と
存
候
ヘ
ハ
、
結
句
さ
び
る
鉢
二
候
（
右
同
）

あ
な
す
り
の
さ
て
も
の
を
町
へ
さ
け
る
た
め
に
候
（
下
る

慶
長
十
八
院
内
銀
山
籠
者
成
敗
人
帳
）

内
匠
方
、
市
兵
へ
ま
て
に
も
偽
事
申
か
け
る
事
不
届
也
（
慶
長
十
九
院
内
銀
山
籠
者
成
敗
人
帳
）

連
用
形
以
外
の
動
詞
の
仮
名
書
き
例
が
少
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
十
分
な
確
例
が
得
が
た
い
が
、
こ
の
僅
か
な
例
か
ら
み
て
も
、
上
ニ
・
下

二
と
も
に
一
段
化
は
相
当
に
進
ん
で
い
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

東
国
系
文
献
に
比
較
的
顕
著
な
文
法
的
事
象
と
し
て
、
し
ば
し
ば
、
指
定
辞
ダ
の
使
用
、
条
件
句
を
作
る
ウ
ニ
ハ
の
使
用
、
敬
意
を
表

わ
す
命
令
辞
シ
・
サ
シ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
本
日
記
の
場
合
、
そ
の
性
格
上
、
こ
れ
ら
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

た
だ
、
中
央
語
系
よ
り
早
く
東
国
の
方
で
成
立
し
て
い
た
か
と
さ
れ
る
助
動
詞
「
ヨ
ウ
」
は
、

(
9
)
 

が
見
え
る
。

只
今
物
を
ミ
せ
や
う
す
る
な
と
A

申
二
初
（
慶
長
十
八
院
内
銀
山
籠
者
成
敗
人
帳
）



が
な
い
。

上
様
大
ぶ
糾
故
、
小
鹿
へ
御
出
不
罷
成
（
慶
長
廿
・
正
・
十
）

、、

朝
K
夜
ル
ま
て
ふ
き
吹
降
（
元
和
六
・
正
・
十
三
）

昼
雪
降
、
夜
ふ
ぎ
た
つ
（
寛
永
六
．
霜
・
晦
）

一
例
だ
け
「
ぶ
ぶ
酎
つ
よ
く
候
て
御
帰
被
成
候
」

て
「
フ
キ
」
で
あ
る
。

現
在
方
言
で
は
、
東
北
地
方
や
新
潟
県
北
蒲
原
郡
、
鳥
取
県
八
頭
郡
、
島
根
県
飯
石
郡
な
ど
日
本
海
側
で
、
吹
雪
を
「
フ
キ
」
と
い
う
。

た
だ
し
こ
れ
は
報
告
の
あ
っ
た
限
り
の
こ
と
で
、
『
日
本
言
語
地
図
』
に
も
、
大
橋
勝
男
『
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図
』
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
正
確
な
分
布
は
分
ら
な
い
。
方
言
書
で
は
、
幕
末
の
盛
岡
方
言
を
あ
つ
め
た
『
御
国
通
辞
』
（
南
部
藩

士
服
部
武
喬
寛
政
二
）
に
、
江
戸
詞
の
「
ふ
ゞ
き
」
に
対
し
て
、
御
国
辞
を
「
ふ
き
」
と
し
て
あ
げ
て
あ
る
。
そ
の
他
、
『
仙
台
浜
荻
』

『
荘
内
浜
荻
』
な
ど
の
東
北
地
方
の
方
言
書
に
は
、
こ
の
語
が
見
え
る
が
、
『
常
陸
方
言
』
（
水
戸
藩
士
中
山
信
名
稿
）
に
は
、
吹
雪
の
項

（
元
和
十
・
霜
・
廿
四
）
と
「
フ
ブ
キ
」
の
例
が
あ
る
が
、

こ
の
日
記
に
は
、
吹
雪
を
「
フ
キ
」
と
す
る
も
の
が
多
い
。

ま
ず
、
音
韻
的
文
法
的
事
象
に
く
ら
べ
て
、
語
彙
は
、
と
り
か
え
が
あ
る
程
度
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
政
景
の
よ
う

に
、
常
陸
か
ら
途
中
秋
田
に
転
じ
た
も
の
の
場
合
、
こ
れ
を
す
べ
て
常
陸
の
方
言
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
鉱
山

用
語
な
ど
特
殊
な
も
の
は
別
に
し
て
も
、
環
境
の
相
違
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
新
に
取
入
れ
た
語
も
当
然
あ
る
べ
く
、
一
般
普
通
語
彙
で

も
、
自
然
、
土
地
の
こ
と
ば
に
影
響
さ
れ
て
、
取
り
か
え
が
な
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
そ
れ
を
判
定

す
る
材
料
は
な
に
も
な
く
、

仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ま
は
、

そ
の
疑
い
を
十
分
残
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
む
つ
か
し
い
面
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

他
の
多
く
の
例
は
、
す
べ

一
応
、
常
陸
方
言
資
料
と
し
て
こ
れ
を
扱
っ
て
お
く
よ
り
他
に
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3
 
2
 

（
迫
野
）

日
記
に
見
え
る
「
フ
キ
」
が
、
政
景
が
雪
所
秋
田
に
転
じ
た
の
ち
に
習
得
し
た
語
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
み
つ
つ
、
以
下
に
、
目
に
つ
い
た
語
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

た
だ
し
、

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
語
は
、
東
国
地
方
で
の
み
使
用
さ
れ
た
方
言
語
彙
と
い
う
よ
う
な
狭
い
範
囲
の
も
の
に
限
定
せ
ず
、
現

代
語
で
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
も
の
、
現
在
、
方
言
と
し
て
偏
在
し
て
い
る
も
の
な
ど
、
現
代
語
と
の
対
比
で
、
何
ら
か
の
問
題
を
も
つ

も
の
を
広
く
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、

こ
の
当
時
、
東
国
特
有
語
と
い
う
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

た
と
え
ば
、

の
語
が
当
時
、
関
西
地
方
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
な
語
で
あ
っ
て
も
、
東
国
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

れ
も
ま
た
「
東
国
語
」
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(12) 

日
記
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
み
え
る
。

請
か
、

い
つ
れ
成
共
、
土
普
請
被
仰
付
候
様
二
憑
入
候
由
、
若
又
ご
ろ
う
た
は
こ
ひ
入
候
な
と
ハ
可
仕
由
、
御
意
二
候
（
元
和
十
・

七
・
廿
五
）

茂
介
申
候
分
ハ
、
左
様
二
存
詰
候
ハ
ヽ
、
本
之
男
二
ど
く
を
飼
候
や
う
二
と
お
し
へ
候
由
…
…
茂
介
ど
く
を
飼
候
へ
と
お
し
へ
候
事

も
、
女
の
こ
ろ
し
く
れ
候
や
う
に
と
申
故
二
候
（
寛
永
元
・
霜
・
十
八
）

近
江
長
右
ヱ
門
と
申
者
、
法
度
ノ
か
つ
さ
び
壱
つ
、
き
か
ヘ
ノ
内
へ
入
候
て
、
十
分
一
に
て
細
被
出
、
籠
者
之
由
、
乍
去
、
其
身
煩

気
二
て
十
分
の
一
迄
も
、
う
ふ
わ
れ
罷
出
、
荷
物
を
も
人
ヲ
頼
、

『
梅
津
政
景
日
記
』

1

当
国
地
下
人
ハ
不
及
申
二
、
侍
共
も
国
普
代
ひ
た
ち
も
の
二
候
間
、

そ
れ
を
実
証
す
る
こ
と
は
、

し
か
し
、
何
と
も
言
え
な
い

た
い
へ
ん
む
つ
か
し
い
。
ま
た
、

そこ

石
垣
普
請
ハ
一
切
不
案
内
二
御
座
候
間
、
御
堀
普
請
か
御
引
普

か
ら
く
り
候
由
申
候
て
、
な
け
出
し
し
ら
へ
さ
せ
、
少
も
か
た
ま

し
き
鉢
ニ
ハ
無
之
由
、
甚
兵
へ
、
吉
内
被
申
候
間
、
山
を
出
し
、
は
ら
わ
れ
候
へ
と
申
渡
候
（
元
和
六
・
九
・
晦
）

久
作
ハ
ね
ふ
と
け
の
由
申
候
而
不
被
罷
出
候
（
寛
永
六
・
八
・
九
）
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8
 
7
 
6
 
5
 

関
西
系
の
文
献
に
対
比
す
る
こ
と
が
、

よ
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、

此
分
に
て
ハ
、
右
山
ほ
り
貫
候
ハ
ヽ
、
水
参
候
ハ
ん
か
と
さ
け
す
ミ
申
候
間
（
元
和
十
•
五
・
廿
六
）

上
鍵
二
而
十
日
廿
日
の
A

め
き
候
へ
共
（
元
和
五
・
十
・
廿
四
）

と
か
く
札
失
念
致
候
事
ハ
、

ふ
か
し
か
ら
さ
る
科
に
候
へ
共
（
慶
長
十
八
・
八
・
廿
五
）

江
戸
の
ほ
り
之
支
度
ふ
か
し
か
ら
さ
る
儀
二
候
間
、
来
月
被
参
候
へ
と
被
仰
候
（
慶
長
十
七
・
十
一
・
朔
）

こ
れ
ら
は
す
べ
て
『
日
葡
辞
書
』
な
ど
関
西
語
系
の
文
献
に
も
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

3

「
か
た
ま
し
き
」
日
葡
「
C
a
d
a
m
a
x
i
j

1

「
ご
ろ
う
た
」
日
葡
（
邦
訳
）

G
o
r
6
t
a
.
 1
 

`
 
G
o
r
6
t
a
r
6
建
築
の
際
に
、
大
き
な
石
の
間
に
入
れ
る
砂
利
、
ま
た
は
、
小
石
」

2

「
ど
く
を
飼
」
日
葡
「
D
o
c
u
u
o

a
 tayuru, 
I
,
 

c
o
 
(
毒
を
与
ゆ
る
、
ま
た
は
、
飼
ふ
）
毒
を
食
わ
せ
る
」

例

C
a
d
a
m
a
x
i
j
fi to 
(.Itし
い
人
）
意
地
悪
な
人
、
ま
た
は
、
物
事
を
ご
ま
か
し
た
り
、

4

「
ね
ふ
と
」
日
葡
「
N
e
b
u
t
o
癬
瘍
、
ま
た
は
、
腫
瘍
」

5

「
さ
け
す
み
」
日
葡
「
S
a
g
u
e
s
u
m
i
u
o

古
い
時
代
か
ら
、

方
言
」
の
総
体
か
ら
い
う
と
、

推
測
す
る
、
あ
る
い
は
、
考
え
は
か
る
」

不
穏
な
状
態
で
あ
る
、
ま
た
は
、
大
混
乱
を
起
こ
し
騒
ぎ
立
て
る
」

7

「
ふ
か
し
か
ら
ざ
る
」
か
た
こ
と
「
ふ
か
し
ひ
こ
と
は
あ
ら
じ
と
云
る
こ
と
葉
は
。

り
や
く

い
ぶ
か
し
き
こ
と
は
あ
ら
じ
と
い
へ
る
略
語
に

や
。
又
ふ
か
ひ
こ
と
は
あ
ら
じ
と
い
ふ
べ
き
を
。
し
も
じ
を
や
す
め
に
入
た
る
に
や
」

す
で
に
東
国
に
の
み
偏
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
ば
を
発
掘
す
る
と
い
う
作
業
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
大
部
分
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
、
関
西
系
の
こ
と
ば
と
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
、

そ
の
両
者

の
関
連
を
す
こ
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
ま
た
、
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
従
来
、
関
東
や
東
北
の
現
在
方
言
語
彙

こ
の
場
合
も
、
東
国
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
れ

の
先
縦
を
求
め
て
、

ば
、
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
記
述
的
研
究
の
有
用
性
は
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、

6

「の
A

め
き
」
日
葡
「
N
o
n
o
m
e
q
i
,

u, 
eita. 

suru. 

偽
っ
て
見
せ
か
け
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
人
」

た
だ
、

こ

「
東
国
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『
雑
兵
物
語
』
に
見
え
る
、

(13) 

や
足
リ
ル
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
、
抄
物
に
関
係
す
る
よ
う
な
一
部
の
人
達
の
こ
と
ば
の
実
情
を
伝
え
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
文
章
語
と
し
て
、
関
西
系
の
こ
と
ば
が
選
ば
れ
た
だ
け
の
こ
と
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
政
景
日
記
に

右
の
1
に
あ
げ
た
「
ご
ろ
う
た
」
に
つ
い
て
、

つ
い
て
も
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。

云
は
、
石
の
小
な
る
物
を
云
。
東
国
に
て

0
石
こ
ろ
と
い
ふ
」
と
あ
る
。
著
者
の
吾
山
は
埼
圭
県
越
谷
の
産
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、

あ
な
が
ち
こ
の
記
事
も
無
視
で
き
そ
う
に
な
い
。
あ
る
い
は
、
政
景
と
時
代
に
差
の
あ
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
ご
ろ
う
た
」
が
東
国
の
日
常
語
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
え
ば
疑
え
る
の
で
あ
る
。

政
景
日
記
は
、
そ
れ
自
体
は
極
め
て
個
人
的
な
備
忘
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
文
献
資
料
で
あ
る
以
上
、
用
語

に
あ
る
程
度
の
と
り
つ
く
ろ
い
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
判
定
は
、
た
い
へ
ん
む
つ
か
し
く
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
現
在
方
言
や
方
言
書
を
参
考
に
一
、
一
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
東
国
で
成
立
し
た
文
献
を
で
恙
る
だ
け
多
く
集
め
て
、
比

較
対
照
す
る
よ
り
方
法
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
最
後
ま
で
こ
の
問
題
は
残
り
そ
う
で
あ
る
。

八
タ
ウ
ネ
＞
子
馬

牛
嶋
之
御
放
し
御
馬
ノ
内
、
た
う
ね
を
壱
疋
狼

1
一
疋
致
く
い
候
よ
し
被
及
聞
召
（
寛
永
八
•
五
・
廿
三
）

た
う
ね
駒
壱
疋
有
、
則
母
駄
九
疋
、
た
う
ね
に
差
添
、
牛
嶋
へ
御
放
被
成
候
（
寛
永
八
•
五
・
廿
四
）

『
日
本
言
語
地
図
』
1

一
百
四
図
「
こ
う
ま
（
子
馬
）
」
に
よ
る
と
、
ト
ー
ネ
類
は
、
長
野
県
以
東
に
広
く
分
布
し
、

そ
の
中
間
の
関
西
地
方
な
ど
こ
の
語
形
を
も
た
な
い
所
が
多
い
。
『
日
葡
辞
書
』
に

『
梅
津
政
景
日
記
』

（
迫
野
）

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
み
え
る
他
は
、

く
こ
と
に
す
る
。

叙
上
、
あ
ま
り
に
保
留
事
項
が
多
す
ぎ
る
け
れ
ど
も
、

と
り
あ
え
ず
、

（
以
下
す
べ

九
州
に
ト
ー
ネ
ゴ
が

『
日
記
』
の
中
で
目
に
つ
い
た
い
く
つ
か
の
語
を
報
告
し
て
お

い
わ
ゆ
る
東
国
抄
物
に
は
、

れ
に
も
む
つ
か
し
い
問
題
が
あ
る
。

ナ
イ
や
ベ
イ
は
少
く
、

『
物
類
称
呼
』
に
は
「
い
し

0
幾
内
に
て

0
ご
ろ
た
と

か
わ
り
に
、

ヌ
、
ウ
・
ヨ
ウ
が
用
い
ら
れ
、
借
リ
ル
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は
、
橘
正
一

八
キ
ア
イ
＞

八
キ
ア
イ
ゲ
＞

「
キ
ア
イ
」
は
、

「下

(
X
)

て
、
邦
訳
日
葡
辞
書
に
よ
る
）

T
6
n
e
n
g
o
 
夕
ゥ
ネ
ン
ゴ

（
当
年
子
）

と
あ
る
。
馬
と
い
う
限
定
は
な
い
が
、

今
年
生
ま
れ
の
子
ど
も
、

T
o
n
e
g
o

(
と
う
ね
ご
）

そ
れ
を
含
む
当
歳
子
の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

私
知
桐
能
候
間
（
寛
永
八
・
三
・
三
）

胃
ぁ
か
り
に
候
間
、
罷
帰
候
へ
と
被

仰
付
候
間
（
寛
永
八
・
正
・
元
）

こ
こ
で
も

varii 
g
o
z
a
r
u
.
 
(
気
相
が
悪
う
ご
ざ
る
）
私

と
発
音
さ
れ
る
。

こ
こ
で
「
下

(
X
)
の
語
」

い
う
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
、
上
方
に
こ
の
形
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

「
牡
馬
・
牝
馬
・
仔
馬
の
方
言
」
（
『
方
言
読
本
』
昭
12)
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
九
州
方
言
）
と

こ
の
語
に
つ
い
て

御
気
相
気
に
て
御
や
す
ミ
候
由
（
元
和
四
・
三
・
廿
一
）

安
楽
寺
ハ
俄
二
気
合
け
之
由
候
て
、
不
懸
御
目
候
（
寛
永
五
・
ニ
・
廿
六
）

気
分
、
健
康
状
態
、
及
び
そ
の
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
を
い
う
語
の
よ
う
で
、
こ
れ
も
『
日
葡
辞
書
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

Qiai. 

キ
ア
イ
（
気
合
・
気
相
）
す
な
わ
ち
、

Q
i
b
u
n
.
(
気
分
）
気
分
、
例

Q
i
a
i
g
a

は
気
分
が
悪
い
。
下

(
X
)
の
語
。

江
戸
の
文
芸
作
品
に
も
見
え
る
こ
と
ば
の
よ
う
で
あ
る
が
（
前
田
勇
『
江
戸
語
大
辞
典
』
）
、
日
葡
に
は
、

(14) 

の
語
」
と
し
て
あ
り
、
す
で
に
上
方
で
は
、
勢
力
の
弱
い
こ
と
ば
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

『
常
陸
方
言
』
（
新
緬
常
陸
国
誌
方
言
部
。
水
戸
藩
士
中
山
信
名
の
稿
に
色
川
三
中
が
修
正
を
加
え
、
栗
田
寛
博
士
が
増
補
を
加
え
て

明
治
三
二
年
に
刊
行
し
た
も
の
。
国
語
学
大
系
二
十
巻
所
収
）
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
『
日
記
』
中
に
見
ら
れ
る
も
の
に
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

下

(
X
)
の
語
。
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（
迫
野
）

八
タ
バ
コ
ヲ
フ
ク
＞
煙
草
を
吸
う

八
ナ
イ
＞
地
震

朝
K
昼
迄
天
気
吉
、
晩
か
た
ち
雨
降
、
同
な
い
ゆ
る
（
元
和
五
・
三
・
十
一
）

去
朔
日
二
仙
北
大
谷
と
岩
崎
ノ
あ
ひ
た
二
あ
ら
れ
ふ
り
候
て
、
な
ひ
二
あ
ひ
候
申
来
候
（
元
和
―
―
-
•
五
•
四
）

亥
子
之
相
大
な
い
（
寛
永
七
・
六
．
廿
三
）

『
常
陸
方
言
』

〔
ナ
ヰ
〕
地
震
ヲ
云
フ
、
古
言
ナ
リ
、

リ
、
水
戸
ノ
近
在
ニ
テ
ハ
、
近
キ
頃
マ
デ
云
ヒ
シ
コ
ト
バ
ナ
リ
、

八
バ
リ
＞
小
便

日
暮
時
分
K
と
う
け
ん
大
栗
毛
煩
出
し
候
（
中
略
）
夜
半
過
に
手
薬
ノ
秘
薬
ヲ
か
け
候
ヘ
ハ
、
少
有
時
刻
、

し
、
立
あ
か
り
身
ふ
る
い
し
、
平
ゆ
ふ
申
候
（
元
和
四
・
正
・
十
八
）

『
常
陸
方
言
』

〔
バ
リ
ヲ
ッ
ク
〕
小
便
ヲ
ス
ル
ト
云
フ
一
称
ナ
リ
、

八
ド
ノ
ク
ボ
＞
盆
の
窪

（朱）

同
十
一
日
二
両
こ
び
ん
、
ど
の
く
ほ
ま
で
す
り
ま
ハ
し
、
中
斗
た
て
す
り
候
所
へ
し
ゅ
を
ぬ
り
、
山
中
を
引
廻
、
山
中
を
払
候
（
慶
長

十
八
•
四
・
七
）

『
常
陸
方
言
』

日
本
紀
二
見
ユ
、

扉
一
〔
ド
ン
ノ
ク
ボ
〕
首
ノ
後
ノ
骨
卜
骨
ノ
間
ノ
窪
キ
処
ヲ
云
フ
、
之
ヲ
ボ
ン
ノ
ク
ボ
ト
モ
云
フ
ヲ
以
テ
考
フ
ル
ニ
、
骨
ノ
窪
ノ
意
ナ
ル

ベ
シ
ヽ

ド
ン
ハ
ボ
ン
ノ
転
レ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、

『
梅
津
政
景
日
記
』

ボ
ン
ハ
ホ
ネ
ノ
訛
マ
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
カ

地
震
ァ
ル
ヲ
ナ
ヰ
ガ
ュ
ル
ト
云
フ
ナ
リ
、

こ
い
三
度
、
ば
り
二
度
出

一
原
本
頭
書
一
コ
レ
ハ
鹿
島
人
二
聞
ケ
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八
ネ
マ
ル
＞

同
じ
く
日
本
国
語
大
辞
典
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

六） 〔
フ
ク
〕
タ
バ
コ
ヲ
フ
ク
、

又
今
晩
参
候
て
、

ウ
ソ
ヲ
フ
ク

た
は
こ
を
ふ
き
、

し
た
し
け
な
る
様
子
見
え
申
候
間
（
慶
長
十
七
・
十
一
・
廿
八
）

羽
た
は
こ
の
ま
＼
う
り
か
い
致
、
手
前
u

二
而
き
さ
み
、
ふ
き
候
へ
と
被
仰
遣
候
（
寛
永
八
•
四
・
十
四
）

『
常
陸
方
言
』

こ
れ
ら
は
、
ま
ず
常
陸
な
ど
東
国
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
ば
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
こ
れ
に
加
え

(15) 

て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

八
ア
シ
ト
＞
足
跡

去
年
三
月
篠
根
子
番
屋
へ
夜
う
ち
入
申
二
付
て
、
お
ハ
せ
候
ヘ
ハ
、
右
之
者
共
す
ミ
や
巻
居
候
ち
ね
ん
こ
北
沢
へ
と
め
入
候
へ
共
、
沢

水
な
か
れ
所
に
て
、
あ
し
と
を
う
し
な
ひ
候
に
付
て
（
慶
長
十
九
院
内
銀
山
籠
者
成
敗
人
帳
）

小
学
館
日
本
国
語
大
辞
典
で
は
、
現
在
の
方
言
と
し
て
、
福
島
県
石
城
郡
、
茨
城
県
、
安
房
、
長
野
県
更
級
郡
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

八
コ
セ
＞
痰

介
左
・
太
七
左
と
し
や
う
き
を
さ
し
居
被
申
候
か
、
俄
二
〈
生
し
わ
ふ
き
を
し
い
た
し
、
わ
き
の
い
ろ
り
へ
こ
せ
を
は
き
候
内
ん
俄
ニ

（血）

其
こ
せ
、
ち
に
成
候
て
、
前
u
二
お
＼
く
出
候
二
付
て
、
な
ん
と
へ
た
ち
、
た
＼
ミ
を
引
立
、
其
ち
を
は
き
候
（
慶
長
十
七
・
十
・
十

こ
せ
《
．
名
》
一
方
言
一
①
痰
（
た
ん
）
。
福
島
県
岩
瀬
郡
、
茨
城
県
稲
敷
郡
、
群
馬
県
、
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
、
《
こ
し
》
岩
手
県
釜
名
、

②
咳
（
せ
き
）
。
神
奈
川
県
津
久
井
郡

こ
こ
も
と
し
や
く
や
二
ね
ま
り
申
候
に
や
う
ほ
う
、
子
共
御
座
候
（
元
和
六
．
壬
極
・
十
六
）
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同）

『
梅
津
政
景
日
記
』

（
迫
野
）

御
ま
ち
な
ミ
ニ
ね
ま
り
申
候
へ
は
、
ち
か
ら
二
お
よ
ひ
不
申
候
而
（
同
）

こ
れ
は
、
宇
都
宮
の
旅
人
惣
兵
ヱ
の
書
置
を
、

そ
の
ま
ま
『
日
記
』
に
転
載
し
た
も
の
の
中
に
見
え
る
も
の
で
、
宇
都
宮
の
方
言
と
す
べ

(16) 

き
で
あ
ろ
う
。
以
前
、
千
葉
や
神
奈
川
の
古
文
書
に
も
、
こ
の
語
の
見
え
る
こ
と
を
報
告
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
宇
都
宮
の
例

で
あ
る
と
す
る
と
、
か
つ
て
、
こ
の
語
は
、
関
東
一
帯
に
も
か
な
り
広
く
分
布
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
『
物
類
称
呼
』

に
は
「
居
る
と
い
ふ
事
を
、
日
向
及
北
陸
道
又
下
野
辺
に
て
0

ね
ま
る
と
い
ふ
」
と
、
下
野
に
つ
い
て
は
か
な
り
降
っ
た
こ
ろ
で
も
、
使

用

に

つ

い

て

の

指

摘

が

あ

る

。

意

味

に

つ

い

て

は

、

『

物

類

称

呼

』

や

現

在

方

言

の

「

座

る

」

で

は

な

く

、

I

居
る
」
「
住
ん
で
い
る
」
の
意
の
よ
う
で
、

そ
れ
に
若
干
の
恐
縮
・
ヘ
り
く
だ
り
の
気
持
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

馬
口
労
町
大
夫
よ
め
も
り
こ
、
梅
ノ
坊
と
ね
つ
れ
、
談
合
致
、
妥
元
罷
出
候
様
子
、
白
状
ノ
書
物
あ
り
（
元
和
六
．
壬
柩
．
廿
六
）

梅
ノ
坊
大
夫
子
共
久
七
ま
お
と
こ
二
罷
成
候
儀
ハ
不
及
申
二
梅
ノ
坊
彼
も
り
こ
を
ね
つ
れ
、
引
出
し
売
候
談
合
も
至
候
由
白
状
申
候
（
右

こ
う
か
う

『
物
類
称
呼
』
に
「
男
女
交
合
す
る
こ
と
を
、
信
州
に
て
は
0

ね
つ
れ
る
と
云
。
」
と
あ
り
、

「
仲
人
や
婚
礼
を
省
略
し
て
同
棲
生
活
に
は
い
っ
た
夫
婦
。
長
野
県
や
秋
田
県
で
い
う
。
」
と
あ
る
。
「
フ
キ
（
吹
雪
）
」
の
と
こ
ろ
で
述

べ
た
と
同
様
な
問
題
が
あ
り
そ
う
で
、
な
お
他
の
資
料
の
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
セ
キ
＞
余
地

山
田
之
御
米
や
ま
近
所
ま
て
は
こ
ひ
候
へ
共
、
御
蔵
二
せ
き
な
き
よ
し
御
蔵
衆
被
申
不
請
取
由
（
慶
長
十
九
・
六
・
十
八
）

始
二
作
候
壱
つ
の
蔵
ニ
ハ
、
湯
沢
米
を
入
候
ヘ
ハ
、
御
蔵
詰
候
由
、
其
後
作
候
御
蔵
二
せ
き
も
御
座
候
間
、
山
田
米
五
百
余
請
取
候
由

被
申
候
（
右
同
）

こ
の
語
は
「
仙
台
浜
荻
」
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
方
言
で
は
、

八
ネ
ツ
レ
ル
＞

日
本
国
語
大
辞
典
は
、
栃
木
県
芳
賀
郡
、
群
馬
県
勢
多
郡
、
埼
玉

前
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、

日
本
国
語
大
辞
典
「
ね
つ
れ
」
の
項
に
は
、
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八
ォ
ャ
ス
＞
は
や
す

県
北
葛
飾
郡
、
千
葉
県
夷
隅
郡
、
長
野
県
南
佐
久
郡
な
ど
関
東
地
方
の
地
名
を
主
に
あ
げ
て
い
る
。

八
ヵ
ド
ウ
＞
か
ど
わ
か
す

当
山
K
人
を
か
と
ひ
出
シ
杉
た
う
け
に
て
こ
ろ
し
走
り
候
由
（
慶
長
十
九
・
六
・
十
八
）

け
い
せ
い
屋
茂
左
ヱ
門
を
殺
シ
、
領
城
を
か
と
い
に
け
候
ハ
ん
と
た
＜
ミ
致
候
（
元
和
三
・
霜
．
廿
九
）

京
石
岡
之
百
性
い
も
う
と
か
ど
砂
れ
う
ら
れ
候
て
（
寛
永
八
・
七
・
廿
二
）

全
国
方
言
辞
典
、
日
本
国
語
大
辞
典
、
と
も
に
、
現
在
方
言
と
し
て
は
、
茨
城
県
稲
敷
郡
を
あ
げ
る
の
み
。

八
マ
ヨ
ウ
＞
弁
償
す
る

我
等
五
匁
ハ
役
屋
へ
六
人
四
ケ
月
分
ま
よ
ひ
可
申
由
申
付
候
（
慶
長
十
七
・
三
・
廿
）

少
不
足
ノ
所
弐
百
六
十
三
文
代
物
釦
よ
バ
せ
申
候
（
慶
長
廿
・
極
・
十
）

（
日
本
国
語
大
辞
典
）
岩
手
県
・
秋
田
県
・
山
形
県
・
福
島
県
・
茨
城
県
新
治
郡
・
福
井
県
・
山
梨
県
・
京
都
・
和
歌
山
県
《
ま
よ

る
》
青
森
県
・
秋
田
県
鹿
角
郡

八
ア
ラ
＞
米
の
中
に
ま
じ
っ
て
い
る
籾

（
粉
）

そ
は
の
こ
を
お
し
き
に
入
、
御
ゆ
り
被
成
候
、
一
お
し
き
に
は
米
無
之
、
ひ
と
お
し
き
に
ハ
、
米
も
あ
ら
も
御
座
候
由
（
慶
長
十
七
・

三
・
十
六
）

山
田
村
御
米
五
十
六
表
之
内
あ
ら
御
座
候
米
之
由
（
慶
長
十
七
・
三
・
廿
九
）

（
日
本
国
語
大
辞
典
）
青
森
県
・
宮
城
県
登
米
郡
・
秋
田
県
・
山
形
県
西
置
賜
郡
・
茨
城
県
・
栃
木
県
河
内
郡
・
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
・

東
京
都
八
王
子
・
新
潟
県
・
奈
良
県
・
壱
岐
島

お
し
ま
と
い
つ
ぶ
り
、
ひ
け
お
や
し
候
衆
御
理
有
り
、
跡
u
御
法
度
之
由
（
寛
永
四
・
十
・
十
九
）
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（
迫
野
）

そ
の
他
、
「
鉄
疱
わ
れ
候
て
、
左
ノ
う
で
く
び

K
ひ
ち
き
わ
ま
て
、

八
・
廿
三
）
「
屋
形
様
御
痛
、
又
わ
き
を
八
ふ
き
き
り
＞
う
ミ
出
、

俗
的
な
語
彙
と
し
て
、
「
セ
チ
ッ
キ
」
が
見
え
る
。

典
）
と
あ
る
が
、

（
唾
）
」
で
あ
ろ
う
。

（
筋
）

か
わ
を
八
ふ
き
さ
き
＞
、
わ
た
す
し
八
ゑ
ミ
＞
出
申
候
」
（
元
和
六
．

い
た
ま
せ
ら
れ
候
よ
し
」
（
寛
永
四
・
十
・
廿
一
）
な
ど
が
あ
り
、
民

三
町
目
与
右
ヱ
門
所
へ
盗
人
付
候
に
付
、

置
、
其
身
ハ
宿
へ
為
参
由
、
せ
ち
つ
き
の
人
数
尋
候
ヘ
ハ
、
十
五
六
人
若
き
も
の
と
も
有
之
由
、
二
間
三
間
之
家
二
右
之
人
数
二
而
米

つ
き
候
事
不
審
二
候
間
、
其
内
九
人
籠
者
致
し
、
残
而
五
六
人
、
好
身
、
お
や
か
た
共
預
り
度
由
申
候
間
、
預
置
候
（
寛
永
八
・
極
．

「
セ
チ
ッ
キ
」
は
、
「
東
北
地
方
の
各
地
で
、
正
月
用
の
米
を
拇
く
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
す
る
―
二
月
一
三
日
の
こ
と
」
（
日
本
国
語
大
辞

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
ま
だ
十
三
日
と
き
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ふ
う
ふ
に
あ
し
く
つ
か
ハ
れ
、
悪
口
被
致
、
少
々
ハ
づ
ベ
ー
を
も
あ
て
ら
る
＼
鉢
二
候
間
、

去
拾
月
二
千
牧
口
間
分
近
き
所
、
小
屋
七
つ
ほ
こ
さ
せ
候
（
慶
長
十
七
・
霜
．
廿
二
）

（
解
）
」
で
あ
ろ
う
。
「
カ
マ
ウ
（
構
）
」
も
、

こ
の
『
日
記
』
で
は
、
す
べ
て
「
か
も
ふ
、

五
貫
目
三
貫
目
ふ
そ
く
成
共
、
出
候
て
も
、
互
二
こ
ら
い
そ
く
と
申
定
候
間
（
慶
長
十
七
・
十
ニ
・
八
）

す
る
。

『
梅
津
政
景
日
記
』

「
ほ
ご
す
」
は
、
「
ホ
グ
ス

左
候
ハ
ヽ
‘

七
つ
の
家
ほ
こ
し
候
へ
と
申
付
候
（
右
同
）

と
存
候
由
（
元
和
六
・
九
・
晦
）

「
つ
へ
」
は
、
「
ッ
パ

語
形
の
変
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

+） 

番
太
郎
与
市
其
夜
番
所
愕
怠
致
候
間
、

（
日
本
国
語
大
辞
典
）
岩
手
県
・
福
岡
県
会
津
・
富
山
県
・
静
岡
県
三
島

い
き
て
も
せ
ん
な
き
と
存
、
腹
を
切
候
ハ
ん

穿
盤
申
候
ヘ
ハ
、

か
も
は
ず
」
と

せ
ち
つ
き
を
致
候
と
て
余
人
を
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少
の
出
入
を
、
こ
ら
い
そ
く
な
と
A

申
儀
慮
外
也
（
右
同
）

「
こ
ら
い
そ
く
」
は
、
「
コ
ラ
エ
ヅ
ク
（
堪
尽
）
」
で
あ
ろ
う
。
「
談
合
尽
」
も
、
次
の
よ
う
に
、
「
談
合
そ
く
」
に
な
っ
て
い
る
。

江
戸
K
嶋
田
治
兵
衛
殿
、
加
藤
い
お
り
殿
、
御
状
之
こ
と
く
、
談
合
そ
く
二
す
ま
し
、
罷
帰
候
へ
と
御
意
二
候
（
元
和
四
・
六
・
廿
八
）

(17) 

ま
た
、
『
日
記
』
の
中
に
は
、
意
味
が
必
ず
し
も
、
明
確
で
な
い
も
の
が
、
い
く
つ
か
あ
る
。

為
可
罷
下
、
荷
物
ま
て
か
ら
く
り
候
へ
共
、
雨
降
候
間
、
逗
留
致
候
（
慶
長
十
九
・
三
・
十
）

お
け
か
ら
く
り
、
上
包
二
念
ヲ
入
、
路
次
二
而
そ
こ
ね
不
申
候
様
ニ

一
日
さ
か
り
に
参
候
へ
と
申
付
候
、
今
日
者
御
荷
物
か
ら
く
り
候
よ
し
申
候
（
寛
永
八
・
八
・
十
四
）

全
国
方
言
辞
典
に
「
か
ら
く
る
、
片
づ
け
る
。
『
座
敷
を
カ
ラ
ク
ル
』
青
森
県
南
部
地
方
」
と
あ
り
、
日
本
国
語
大
辞
典
に
「
修
理
、
修

繕
な
ど
し
て
間
に
合
わ
せ
る
。
青
森
県
津
軽
、
宮
城
県
仙
台
」
と
あ
る
の
が
関
係
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
右
の
例
か
ら
す
る
と
、
荷
物

な
ど
に
紐
を
か
け
て
、
具
合
よ
く
ま
と
め
あ
げ
、
整
理
す
る
意
味
の
よ
う
に
も
と
れ
る
。
伊
達
政
宗
書
状
（
大
日
本
古
文
書
・
伊
達
家
文

御
進
上
ノ
漆
五
十
桶
、

明
日
罷
立
、

書
之
二
、
六
三
二
号
、
天
正
十
九
ヵ
）
の

さ
り
な
か
ら
し
ゅ
／
＼
さ
ま
／
＼
か
ら
く
り
候
し
ま
つ
と
も
候
間
、
わ
ひ
こ
と
に
か
な
い
候
ほ
と
の
事
ハ
、

ヘ
く
候

は
、
そ
れ
が
も
う
す
こ
し
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
結
局
、

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
語
は
現
代
語
の
「
整
理
す
る
」
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い
の

（
横
番
）

の
と
太
郎
兵
へ
滝
ノ
下
大
水
貫
之
よ
こ
は
ん
只
今
切
取
也
、
然
処
二
、
し
つ
る
水
御
座
候
而
不
罷
成
候
間
、
ミ
つ
よ
け
ふ
し
ん
申
度
よ

し
、
佗
言
申
付
テ
（
慶
長
十
七
・
三
・
十
四
）

「
し
つ
る
」
は
、
水
な
ど
が
し
み
出
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

新
田
大
野
村
へ
た
は
こ
売
二
参
候
而
い
ね
に
取
替
申
候
を
た
か
あ
け
に
い
ね
を
置
、

（
元
和
八
・
三
・
廿
四
）

や
か
て
あ
い
と
A

の
い
候

し
る
し
に
蓋
を
立
、
又
わ
き
へ
た
は
こ
売
二
参
候
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以
上
、
梅
津
政
景
の
日
記
を
、
基
本
的
に
は
、
江
戸
初
期
の
常
陸
方
言
の
資
料
と
し
て
、
音
韻
・
語
法
・
語
彙
の
各
面
か
ら
み
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
途
中
、
秋
田
へ
転
ず
る
な
ど
複
雑
な
要
因
が
あ
り
、
扱
い
に
む
つ
か
し
さ
が
あ
る
が
、
と
も
が
く
、
藩
政
執
行
部
の
重
要

な
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
『
日
記
』
か
ら
う
か
が
う
限
り
、
そ
の
こ
と
ば
は
、
十
分
、
方
言
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

近
年
、
研
究
の
進
展
の
い
ち
じ
る
し
い
東
国
系
抄
物
に
つ
い
て
、
福
島
邦
道
氏
な
ど
は
、
そ
の
資
料
的
性
格
に
、
か
な
り
疑
問
を
抱
い

(18) 

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
東
国
系
抄
物
の
世
界
に
関
与
し
た
知
識
人
層
と
、
政
景
を
等
し
な
み
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
性
格
の
異
な
る
文
献
を
料
酌
し
て
み
る
こ
と
も
、
そ
の
性
格
を
知
る
上
で
、
時
に
は
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
1
)
近
刊
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
に
は
、

(
2
)
山
口
啓
二
『
幕
藩
成
立
史
の
研
究
』

335p
。

「
二
八
年
ぶ
り
に
高
槻
の
未
亡
人
に
面
会
し
た
と
い
う
元
和
五
年
の
記
事
、
三
一
年
ぶ
り
に
旧
友
阿
見
又
右
衛
門
に
会
っ
た
と
い
う
元
和
八
年
の

記
事
か
ら
推
し
て
考
え
る
と
、
政
景
は
一
五
九
一
（
天
正
一
九
）
か
一
五
九
二
（
文
禄
元
）
年
一

0
歳
前
後
の
こ
ろ
、
父
兄
と
と
も
に
宇
都
宮
の
家

中
に
あ
っ
た
」
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
兄
憲
忠
が
義
宜
に
召
出
さ
れ
る
前
、
太
田
に
住
し
て
い
た
と
い
う
事
跡
が
あ
り
、
城
が

『
梅
津
政
景
日
記
』

五

（
迫
野
）

〔

注

〕

「
ぶ
ち
ふ
ま
れ
」
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
部
、
そ
の
語
彙
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

秋
田
県
鹿
角
郡
・
山
形
県
村
山
で
、

「
蹴
る
」
こ
と
を
「
フ
ム
」
と
い
う
（
日
本
国
語
大
辞
典
）
。

「
た
か
あ
げ
」
は
、
稲
架
な
ど
で
あ
ろ
う
か
、

而
（
寛
永
八
・
十
・
十
）

借
候
、
得
候
と
推
合
、
出
入
二
付
、
酒
二
給
酔
、
慮
外
致
、
ぷ
ち
ふ
ま
れ
参
候
間
（
元
和
三
・
卯
・
九
）

よ
く
分
ら
な
い
。

（昭
5
6
.
1
0
.
1
3
稿
了
）

さ
ん
ざ
ん
蹴
り
ま
わ
さ
れ
た
こ
と
を
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「
梅
津
政
景
日
記
」
か
ら
の
引
例
と
、
こ
の
語
の
九
州
方
言
と
の
関
連
に
つ
い
て

太
田
か
ら
水
戸
に
移
さ
れ
た
の
は
、
天
正
十
九
、
一
五
九
一
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
、
常
陸
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
日
記
の
記
事
は
、
別

様
に
解
す
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。

(
3
)
金
田
弘
『
洞
門
抄
物
と
国
語
研
究
』
（
桜
楓
社
、
昭
5
1
)
1
9
p
。

(
4
)
拙
稿
「
オ
・
ウ
段
拗
長
音
表
記
の
動
揺
」
「
国
語
国
文
」

44
巻
3
号。

せ

(
5
)

「
御
鷹
し
う
」
（
寛
永
ニ
・
十
・
八
）
の
よ
う
に
、
表
記
に
た
め
ら
い
を
み
せ
る
も
の
が
あ
る
。

(
6
)
拙
稿
「
『
京
都
大
学
蔵
元
亀
二
年
本
運
歩
色
葉
集
』
に
つ
い
て
」
「
国
語
国
文
」

42
巻
7
号。

(
7
)
大
日
本
古
記
録
『
日
記
』
例
言
に
よ
れ
ば
、
「
し
」
の
上
に
「
ひ
」
を
重
ね
て
書
し
た
も
の
と
い
う
。

(
8
)
拙
稿
「
東
国
文
献
と
言
語
指
標
ー
「
天
正
狂
言
本
」
に
お
け
る
「
借
り
る
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
「
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
」

7

昭
4
6
.
1
2
0

(
9
)
大
日
本
古
記
録
校
訂
に
よ
れ
ば
、
原
本
「
み
せ
う
す
る
」
の
「
う
」
の
上
に
「
や
」
を
重
ね
書
き
し
て
、
「
み
せ
や
う
す
る
」
と
す
る
と
い
う
。

(10)
拙
稿
「
方
言
語
彙
史
」
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
』
（
明
治
書
院
、
昭
57)

(11)
注

(10)
で
あ
げ
た
「
カ
ダ
チ
（
雷
）
」
「
カ
ダ
チ
ア
メ
（
雷
雨
）
」
「
し
ゅ
お
う
（
背
負
）
」
「
ト
ゲ
（
棘
）
」
「
マ
テ
（
倹
約
家
・
け
ち
）
」
な
ど
は
、

こ
こ
で
は
、
省
い
た
。

(12)

『
日
葡
辞
書
』
な
ど
に
も
見
え
て
、
当
時
か
な
り
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
こ
こ
で
あ
げ
た
も
の
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

「
御
持
仏
堂
下
け
つ
り
の
事
か
せ
か
せ
可
申
由
」
（
元
和
六
・
正
・
十
六
）
日
葡
「
精
を
出
し
て
は
げ
む
。
」
「
酒
な
ん
ば
い
斗
の
ミ
候
と
尋
候
ヘ
ハ
、

汁
わ
ん
二
て
三
盃
給
候
由
申
候
、
上
戸
な
ら
ハ
さ
ほ
と
に
ぶ
~
候
事
ふ
し
ん
の
由
申
候
ヘ
ハ
」
（
慶
長
十
八
院
内
銀
山
籠
者
成
敗
帳
）
日
葡
「
サ
ケ

ヲ
フ
ク
酒
を
吐
く
」
「
う
め
ほ
し
、
ね
ふ
か
御
向
二
す
ハ
リ
、
め
ん
す
あ
っ
じ
る
に
て
あ
か
る
」
（
寛
永
ニ
・
正
・
朔
）
日
葡
「
ゼ
ン
ヲ
ス
ワ
ル
自

分
の
前
に
膳
が
据
え
ら
れ
る
」
「
和
如
を
お
り
候
」
（
元
和
四
・
四
・
廿
六
）
日
葡
「
肢
」
「
は
た
も
の
」
（
慶
長
十
九
・
十
一
・
十
五
）
日
葡
「
傑
」

「
せ
か
れ
」
（
元
和
五
・
極
．
廿
二
）
日
葡
「
少
年
」
「
ふ
る
て
（
古
着
）
」
（
元
和
五
•
四
・
六
）
「
ふ
け
米
（
腐
化
米
）
」
（
慶
長
十
七
・
十
•
四
）

「l
l

（
丸
太
）
」
（
慶
長
十
九
・
六
•
五
）
。

(13)
金
田
弘
『
洞
門
抄
物
と
国
語
研
究
』

2
6
p
。

(14)
亀
井
孝
「
『
捷
解
新
語
』
小
考
」
「
一
橋
論
叢
」

39
巻
1
号
に
、

の
考
証
が
あ
る
。
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『
梅
津
政
景
日
記
』

（
迫
野
）

(15)
あ
る
い
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
加
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

あ
お
し
し
（
青
鹿
）
（
元
和
四
・
ニ
・
十
三
）
か
も
し
か
。
現
在
方
言
、
東
北
地
方
一
帯
、
新
潟
、
埼
玉
県
秩
父
郡
。

鹿
毛
三
才

ti持
候
駒
（
元
和
三
・
七
・
十
三
）
意
味
が
い
ま
―
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
「
か
じ
、
片
足
の
不
具
な
人
、
び
っ
こ
。
青
森
・
秋
田

鹿
角
」
（
日
本
国
語
大
辞
典
）
と
関
係
あ
る
か
。

(16)
拙
稿
「
方
言
史
料
と
し
て
の
古
文
書
・
古
記
録
」
『
方
言
研
究
の
問
題
点
』
（
明
治
書
院
昭
450)

(17)
我
等
申
き
か
す
る
分
は
、
其
身
入
役
猶
せ
り
度
と
申
儀
ハ
、
と
く
も
可
有
之
候
と
存
候
か
、
ま
た
ぢ
に
も
可
成
と
存
候
か
、
い
か
ん
と
尋
候
ヘ
ハ

（
慶
長
十
九
・
正
・
廿
七
）
全
国
方
言
辞
典
に
「
ま
た
じ
、
始
末
、
処
置
」
と
あ
る
が
、
い
ま
一
っ
し
っ
く
り
せ
ず
、
よ
く
分
ら
な
い
。

(18)
福
島
邦
道
「
東
国
方
言
抄
物
に
お
け
る
方
言
」
国
文
学
孜
7
2
.
7
3
合
併
号
。

同
「
古
文
献
に
見
え
る
東
国
方
言
語
彙
の
問
題
」
『
藤
原
与
一
先
生
古
稀
記
念
論
集
方
言
学
論
叢
II
』
（
三
省
堂

（
追
）
こ
の
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
本
学
九
州
文
化
史
研
究
所
、
藤
野
保
教
授
の
教
え
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
昭
560)
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